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フフフフフ……待ってたぞ」
黄金色に輝くdxスターマンは、部屋に入ったぼくらを、余裕の笑顔で迎えた。
「われらの計画に、おまえらは邪魔なのだ。ここで消えてもらうぞ!」
「計画?計画とはなんだ〓」
尋ねるぼくを、dXスターマンは馬鹿にしたように笑う。
「聞く必要はないだろう。どうせ、おまえらはここで死ぬのだから!」
◆タにチェックをして
●Hpが8以下なら329●9以上なら…482へ
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渓谷をどんどん進んで行く。途中、川にさしかかったが、橋が壊れていて先に進めない。
しかたなく、川に沿って上流にのぼっていくことに。と-
ぼくは、変なものが道を塞いでいることに気が付いた。近づいてみると、それは大きな鉄
のタコ。押しても引いてもビクともしない。めんどうなことにタコが塞いでいる道は、片〓
が切り立った崖、片側が川となっていて、こいつをどかさない限り、前に進めない。
どけよお、おい!」一生懸命押したけど、タコはやっぱりビクともしない。どうしよう?

